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はじめに

• 建設会社へのアンケートの結果、実際に
VRMLはあまり使われていない

• 機能の低さ、ソフトが高価

• EAIを使うことで、機能の向上を図る

理 由

改 善



VRML

• Virtual Reality Modeling Languageの略

• ネット上での３次元表示が可能

• マウスの操作でウォークスルーが可能

• 任意の視点から任意の角度で評価ができる



EAI
• External Authoring Interfaceの略
• 外部プログラム（アプレット）がVRMLシーン内
のノードにアクセスすることを可能にするもの

• VRMLシーンに対して４種類のタイプのアクセ
スが可能

• オブジェクトをユーザーがいろいろな角度から
眺めるというだけだったのが、EAIを使うことに
より、オブジェクトを変形させたり、移動させた
りすることができるようになる．



構成
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EAI
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Java,EAIのプログラミング



システム動作環境

VRMLプラグイン Ｊａｖａソフト ブラウザプラグイン
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用いたVRMLデータ

3D Studio VIZを使い作成



EAIによる外部操作の実現



EAIによる外部操作の実現



考察

• ボタンを押してから建物に色が伝達されるまで、
若干時間を要する.その理由としてVRMLファイ
ルの容量が大きい点とサーバの性能不足が挙げ
られる.大容量ファイルを扱う場合、避けて通るこ
とはできないが今後検討すべき点であると考える.
外部からVRMLを操作する技術は、オブジェクト
に対し、さまざまなアクセスができるという点で非
常に重要である. EAI技術を利用する意味を明
確にし、その特徴をうまく活かすことが重要である．


